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１ 有害性評価（生態） 1 

生態影響に関する有害性評価では、「化審法における優先評価化学物質に関するリスク評価2 

の技術ガイダンス Ⅲ.生態影響に関する有害性評価 Ver.1.0」（以下「技術ガイダンス」とい3 

う）に従い、当該物質の生態影響に関する有害性データを収集し、それらデータの信頼性を確4 

認するとともに、既存の評価書における評価や国内外の規制値の根拠となった有害性評価値を5 

参考としつつ、予測無影響濃度（PNEC 値）に相当する値を導出した。 6 

優先評価化学物質通し番号３の対象物質は次の通りである。 7 

【化学物質名】             【CAS 登録番号（CAS RN®）】 8 

 ｎ-ヘキサン 110-54-3 9 

ｎ-ヘキサンの logPow は 3.91で 3 以上であるため、技術ガイダンスに従い、水生生物と底生生10 

物のリスク評価（一次）評価Ⅱを実施する。 11 

１-１ 生態影響に関する毒性値の概要 12 

（１）水生生物 13 

水生生物に対する予測無影響濃度（PNECwater）を導出するための毒性値について、専門家に14 

よる信頼性の評価が行われた結果、表１－１に示す毒性値が PNECwater 導出に利用可能な毒性値15 

とされた。 16 

表１－１ PNECwater 導出に利用可能な毒性値 17 

栄養段階 

（生物群） 

急 

性 

慢 

性 

毒性値 

（mg/L） 

生物種 エンドポイント等 

暴露期間 出典  
種名 和名 

エンド 

ポイント 
影響内容 

生産者 

（藻類） 
         

一次消費者 

（又は消費

者）（甲殻

類） 

         

二次消費者

（又は捕食

者） 

（魚類） 

○  2.5 
Pimephales 

promelas 
ファットヘッドミノ

ー 
LC50 MOR 4 【1】 

【エンドポイント】 18 
LC50（Median Lethal Concentration）：半数致死濃度 19 
【影響内容】 20 
MOR（Mortality）：死亡 21 
 22 

１-２ 予測無影響濃度（PNEC）の導出 23 

評価の結果、採用可能とされた毒性値は魚類急性毒性値のみであった。その値に対して情報24 

                                                   
1 平成２９年度第１回化審法のリスク評価等に用いる物理化学的性状、分解性、蓄積性等のレ

ビュー会議（平成 29 年 5 月 25 日開催）資料 2-3 
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量に応じて定められた不確実係数積を適用し、水生生物に対する PNECwater を求めた。 1 

（１）水生生物 2 

＜急性毒性値＞ 3 

二次消費者（魚類） Pimephales promelas 死亡；４日間半数致死濃度（LC50） 2.5 mg/L 4 

Geiger ら【1】は、Aldrich Chemical Co.製の純度>99%のｎ-ヘキサンを用いて、ファットヘ5 

ッドミノー（P. promelas）の急性毒性試験を流水式（40.3 回転/日）で実施した。試験は対照6 

区、1.18、2.36、3.54、4.72、5.90 mg/L の５濃度区（設定濃度、公比 1.25-2）で行われた。7 

助剤は用いられなかった。被験物質の濃度は GC により実測され、回収率で補正した平均実測8 

濃度は設定濃度の 73-85%であった。各影響濃度の算出には実測濃度の算術平均が用いられ、４9 

日間半数致死濃度（LC50）は、2.5 mg/L（95% C.I.: 2.1-2.98 mg/L）と算出された。 10 

＜PNEC の導出＞ 11 

１栄養段階（二次消費者）に対する信頼できる急性毒性値（2.5 mg/L）が得られており、こ12 

の値を ACR（Acute Chronic Ratio：急性慢性毒性比）「100」、種間外挿の UF「10」および室内か13 

ら野外への外挿の UF「10」で除し、ｎ-ヘキサンの PNECwater として 0.00025 mg/L（0.25 µg/L）14 

が得られた。 15 

ｎ-ヘキサンは主要国で水生生物保全に係る基準値等が設定されていない。 16 

国内外のリスク評価等に関する情報については、環境省が化学物質の環境リスク評価書第１17 

巻で評価しており、甲殻類 Artemia salina の遊泳に対する２４時間半数阻害濃度 IC50 1.51 18 

mg/L をアセスメント係数 100 で除した 15 µg/L を PNEC としている。ただし、ここで用いられ19 

ている試験生物種は技術ガイダンスで記載している化審法試験法や特定試験法での推奨種とは20 

異なるため、本評価では用いていない（別紙 基本情報表 2 参照）。また、世界保健機関21 

（WHO）が公表している環境保健クライテリア（EHC）では、水生生物の毒性について、情報22 

が少ない上に毒性値が確定値ではなく、試験も不適当であったため、環境への毒性について評23 

価は行えなかったとされている。なお、当該 EHC は 1991 年に公表されており(p.8 出典番号24 

【6】)、1990 年に公表された本評価のキースタディは引用されていない。  25 

なお、ｎ-ヘキサンが優先評価化学物質として判定されたスクリーニング評価及びリスク評価26 

（一次）評価Ⅰでは、魚類に対する４日間半数致死濃度（LC50） 2.5 mg/L を不確実係数積27 

「10,000」で除した「0.00025 mg/L（0.25 µg/L）」が PNEC 値であった。有害性評価Ⅱでは、技28 

術ガイダンスに基づき、有害性情報の収集範囲の拡大、毒性値の信頼性の精査等、利用可能な29 

有害性情報の追加、見直しが行われた。その結果、スクリーニング評価に用いた不確実係数積30 

及びキースタディから変更はなかったため、PNEC 値に変更はない。 31 

（２）底生生物 32 

底生生物に関して信頼性のある有害性データは得られなかったため、水生生物に対する33 

PNECwater から、付属資料に示したパラメータを用いて平衡分配法により底生生物への PNECsed を34 

導出した。PNECsed として、乾重量換算で 0.0042 mg/kg dwt（湿重量換算 0.00091 mg/kg wwt）を35 

得た。 36 
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１-３ 有害性評価に関する不確実性解析 1 

PNECwater 導出に用いることができる信頼できる毒性値は、二次消費者（魚類）の急性毒性値2 

のみであり、生産者及び一次消費者の毒性値、二次消費者の慢性毒性値が得られていない点に3 

基本的な不確実性がある。 4 

 5 

１-４ 結果 6 

有害性評価Ⅱの結果、ｎ-ヘキサンの水生生物に係る PNECwater は 0.00025 mg/L を、底生生物7 

に係る PNECsed は 0.0042 mg/kg dwt を採用する。 8 

表１－２ 有害性情報のまとめ 9 

 水生生物 底生生物 

PNEC 0.00025 mg/L（0.25 µg/L） 0.0042 mg/kg dwt 

キースタディの毒性

値 
2.5 mg/L - 

UFs 10000 - 

（キースタディの 

エンドポイント） 

二次消費者（魚類）の９６時間半

数致死濃度（LC50） 

水生生物に対する PNECwater と

Koc から平衡分配法により求めた 

 10 
 11 
 12 

１-５ 有害性情報の有無状況 13 

ｎ-ヘキサンのリスク評価（一次）の評価Ⅰ・評価Ⅱを通じて収集した範囲の有害性情報の有14 

無状況を表１－３に整理した。 15 

スクリーニング毒性試験、有害性調査指示に係る試験、それ以外の試験に分類して整理し16 

た。 17 

表１－３有害性情報の有無状況 18 

試験項目 試験方法注 1) 有無 
出典 

(情報源) 

スクリ

ーニン

グ生態

毒性試

験 

水生生物 

急性毒性 

 

藻類生長阻害試験 
化審法、 

OECD TG201 
×  

ミジンコ急性遊泳阻

害試験 

化審法、 

OECD TG202 
×  

魚類急性毒性試験 
化審法、 

OECD TG203 
○ 【1】 

第二種

特定化

学物質

指定に

係る有

害性調

水生生物 

慢性毒性 

試験 

藻類生長阻害試験 
化審法、 

OECD TG201 
×  

ミジンコ繁殖阻害試

験 

化審法、 

OECD TG211 
×  

魚類初期生活段階毒

性試験 

化審法、 

OECD TG210 
×  
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試験項目 試験方法注 1) 有無 
出典 

(情報源) 

査指示

に係る

試験 

底生生物 

慢性毒性 

試験注 2) 

－ － ×  

その他

の試験 
－ － －   

注1) 化審法：「新規化学物質等に係る試験の方法について」(平成 23 年 3 月 31 日 薬食発第 0331 号第 7 号、1 
平成 23・03・29 製局第 5 号、環保企発第 110331009 号）に記載された試験方法 2 
OECD：「OECD GUIDELINES FOR THE TESTING OF CHEMICALS」に記載された試験方法 3 
なお、米国等の化学物質審査で用いられている試験法の中で、OECD 試験法と同様の推奨種/試験条件の場4 
合は、OECD試験法として扱っている。 5 

注2) その他環境における残留の状況からみて特に必要があると認める生活環境動植物の生息又は生育に及ぼ6 
す影響についての調査（現時点では底生生物への毒性）。 7 

 8 

１-６ 出典 9 

1) Geiger, D.L., L.T. Brooke, and D.J. Call (1990)：Acute Toxicities of Organic Chemicals to Fathead 10 

Minnows (Pimephales promelas), Volume 5. Ctr. for Lake Superior Environ. Stud., Univ.of 11 

Wisconsin-Superior, Superior, WI: 332 p. (ECOTOX no. 3217) 12 

注 ） ECOTOX No. ： 米 国 環 境 保 護 庁 生 態 毒 性 デ ー タ ベ ー ス  ECOTOXicology 13 

knowledgebase(ECOTOX)での出典番号。但し、データベースから該当番号の情報が削除さ14 

れている場合がある。 15 

  16 
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付属資料 生態影響に関する有害性評価Ⅱ 1 

１ 各キースタディの概要 2 

（１）水生生物 3 

＜生産者（藻類）＞ 4 

信頼できる情報なし 5 

＜一次消費者（又は消費者）（甲殻類）＞ 6 

信頼できる情報なし 7 

＜二次消費者（又は捕食者）（魚類）＞ 8 

  Pimephales promelas ４日間半数致死濃度 （LC50） 2.5 mg/L（2,500 µg/L）【1】 9 

出典） 10 

【1】 Geiger, D.L., L.T. Brooke, and D.J. Call (1990):Acute Toxicities of Organic Chemicals to Fathead 11 
Minnows (Pimephales promelas), Volume 5. Ctr. for Lake Superior Environ. Stud., Univ.of 12 
Wisconsin-Superior, Superior, WI: 332 p. (ECOTOX no. 3217)  13 

注 ） ECOTOX No. ： 米 国 環 境 保 護 庁 生 態 毒 性 デ ー タ ベ ー ス  ECOTOXicology 14 

knowledgebase(ECOTOX)での出典番号。但し、データベースから該当番号の情報が削除され15 

ている場合がある。 16 

 17 

（２）底生生物 18 

 底生生物の信頼できる有害性データは得られなかった。表１に示したパラメータを用いて平19 

衡分配法により、PNECsed として乾重量換算で 0.0042 mg/kg dwt（湿重量換算 0.00091 mg/kg wwt）20 

を得た。 21 

表 1 平衡分配法に用いたパラメータ等 22 

パラメータ名 内容 算出式 算出結果 

PNECsed（湿重量）[mg/kg wwt] 
底質の予測無影響濃度

（湿重量ベース） 

＝(Ksusp-

water)/RHOsusp×PNECwater×1,000

＝（4.2/1150)×0.00025×1000 

0.00091 

  

Ksusp- water[m3/m3] 浮遊物質／水分配係数 
＝Fwater susp+Fsolid susp×(Kp 

susp)/1,000×RHOsolid＝0.9+0.1

（13.2/1000）×2500 

4.2 

  

Fwater susp[mwater
3/msusp

3] 浮遊物質の液相率 デフォルト値 0.9 

Fsolid susp[msolid
3/msusp

3] 浮遊物質の固相率 デフォルト値 0.1 

  

Kp susp[L/kgsolid] 
浮遊物質の固相成分と

水との分配係数 
=Foc susp×Koc＝0.1×132 13.2 

  

Foc susp 

[kgoc/kgsolid] 

浮遊物質の固相成分に

対する有機炭素重量比 
デフォルト値 0.1 

Koc[L/kg] 有機炭素／水分配係数 ※ 132 

RHOsolid[kgsolid/msolid
3] 固体密度 デフォルト値 2,500 

RHOsusp[kg wwt/m3] 浮遊物質のかさ密度 デフォルト値 1,150 

PNECwater[mg/L] 水質の予測無影響濃度 水生生物 PNECwater 0.00025 

PNECsed（乾重量）[mg/kg dwt] 
底質の予測無影響濃度

（乾重量ベース） 
PNECsed（湿重量）×CONVsusp＝
0.00091×4.6 

0.0042 
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パラメータ名 内容 算出式 算出結果 

  

CONVsusp[kgwwt/kg wwt] 

浮遊物質中の対象物質

濃度換算係数（湿重量

→乾重量） 

=RHOsusp/(Fsolid susp×RHOsolid) 

＝1150/（0.1×2500） 
4.6 

  

RHOsusp[kg wwt/m3] 浮遊物質のかさ密度 デフォルト値 1,150 

Fsolid susp[msolid
3/msusp

3] 浮遊物質の固相率 デフォルト値 0.1 

RHOsolid[kgsolid/msolid
3] 固体密度 デフォルト値 2,500 

※優先評価化学物質のリスク評価（一次）生態影響に係る評価Ⅱ物理化学的性状等の詳細資料表１－１の値  1 
 2 
 3 

２ 国内外における生態影響に関する有害性評価の実施状況 4 

1) 既存のリスク評価書における有害性評価の結果 5 

当該物質のリスク評価に関する各種情報の有無を表２に、リスク評価書での予測無影響6 

濃度を表３に示した。 7 

表 2 ｎ-ヘキサンのリスク評価等に関する情報 8 

リスク評価書等 

化学物質の環境リスク評価 （環境省）[1] ○ 

化学物質の初期リスク評価書（CERI, NITE）[2] × 

詳細リスク評価書（（独）産業技術総合研究所）[3] × 
OECD SIDS 初期評価報告書 

（SIAR：SIDS* Initial Assessment Report） 

*Screening Information Data Set [4] 

× 

欧州連合（EU）リスク評価書（EU-RAR）[5] × 

世界保健機関（WHO）環境保健クライテリア (EHC) [6] ○ 
世界保健機関（WHO ）/国際化学物質安全性計画（IPCS）国

際簡潔評価文書「CICAD」（Concise International Chemical 

Assessment Document）[7] 

× 

カナダ環境保護法優先物質評価書（Canadian Environmental 

Protection Act Priority Substances List Assessment Report）[8] 
× 

Australia NICNAS Priority Existing Chemical Assessment Reports 

[9] 
× 

BUA Report [10] × 

Japan チャレンジプログラム [11] × 

凡例）○：情報有り、×情報無し [  ]内数字：出典番号 9 

 10 

表 3 リスク評価書での予測無影響濃度（PNEC）等 11 

文献名 
リスク評価に用いて

いる値 

根拠 

生物群 種名 毒性値 
アセスメント係数

等 

化学物質の環境

リスク評価 第

１巻（環境省）

[1] 

15 µg/L 甲殻類 Artemia salina 
24 時間游泳阻害 

IC50 1,510 g/L 
100 

世界保健機関

（WHO）環境

保健クライテリ

ア (EHC) [6] 

水生生物の毒性値

に関する情報は、

数が少ない上に確

定値ではなく、試

験も不適当であっ

たため、環境への

毒性について評価

－ － － － 
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文献名 
リスク評価に用いて

いる値 

根拠 

生物群 種名 毒性値 
アセスメント係数

等 

は行えなかった。 

IC50(Inhibition concentration to 50% of test organisms)：半数阻害濃度 1 

[  ]内数字：出典番号  2 

 3 

2) 水生生物保全に関する基準値等の設定状況 4 

水生生物保全に係る基準値等について、米国、英国、カナダ、ドイツ、オランダでの策5 

定状況を表４に示した。ｎ-ヘキサンは、いずれの国でも水生生物保全に係る基準値等が策6 

定されていない。 7 

表 4 水生生物保全関連の基準値等 8 

（ｎ-ヘキサン） 9 

対象国 担当機関 水質目標値名 
水質目標値 

（µg/L） 

米国[12] 環境保護庁 Aquatic life 

criteria 

淡水 

CMC*1/CCC*2 
設定されていない 

海（塩）水 

CMC*1/CCC*2 
設定されていない 

英国[13] 環境庁 UK Standard 

Protection of 

Fisheries 

Salmonid and cyprinid 

waters:  
設定されていない 

UK Standard 

Surface Water  

Inland surface waters  

(90th percentile) 
設定されていない 

Transitional and coastal 

waters  

(Annual mean) 

設定されていない 

カナダ[14] 環境省 Water Quality 

Guidelines 

for the 

Protection of 

Aquatic Life 

Freshwater 

(Long Term) 設定されていない 

Marine 
設定されていない 

ドイツ[15] 連邦環境庁 EQS for watercourses and lakes*3 設定されていない 

EQS for transitional and coastal waters *3 設定されていない 

オランダ[16] 

[17] 

国立健康環

境研究所 

Maximum Permissible Concentration 

(MPC)*4 
設定されていない 

Target value*4 設定されていない 

  [  ]内数字：出典番号 10 
*1 ：CMC（Criterion Maximum Concentration）：最大許容濃度 11 
*2 ：CCC（Criterion Continuous Concentration）：連続許容濃度 12 
*3 ：Environmental quality standards for specific pollutants under the OgewV-E to determine ecological status：13 

生態ステータスを決定するための表流水保全に係るドイツ連邦規則草稿（OgewV-E ：Draft Ordinance 14 
on the Protection of Surface Waters）下での特定汚染物質に対する環境基準。年平均値として示される。 15 

*4 ：法制度には規定されていないが環境影響評価等に用いられている目標値で、MPC(最大許容濃度：16 
Maximum permissible concentration)は人の健康や生物に影響を及ぼさない予測濃度、target value（目17 
標値）は環境に影響を及ぼさない濃度を示す。[17] 18 

 19 

 20 
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別紙 基本情報 1 

優先評価化学物質通し番号 ３ 

化学物質名称 ｎ-ヘキサン 

CAS 登録番号（CAS RN®） 110-54-3 

 2 

表 1 PNEC 値算出の候補となる毒性データ一覧 3 

No 

生物種 被験

物質

純度
(%) 

ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ等 
暴露

期間

(日) 

毒性値
(mg/L) 

信頼

性ラ

ンク 

出典 備考 栄養段

階 

生物

分類 
生物種 種名 

急性 

慢性 
ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ 影響内容 

1 生産者     慢性       該当データなし 

2 生産者     急性       該当データなし 

3 
一次消

費者 
    慢性       該当データなし 

4 
一次消

費者 
    急性       該当データなし 

5 
二次消

費者 
    慢性       該当データなし 

6 
二次消

費者 
魚類 

ファットヘッド

ミノー 
Pimephales promelas >99 急性 LC50 MOR 4 2.5 2 【1】  

 4 

表 2 PNEC 値算出の候補とならない毒性データ一覧 5 

No 

 

生物種 

被験物

質純度

(%) 

ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ等 暴

露

期

間

（

日

） 

毒性値 

（mg/L） 

信頼性

ランク 
出典 備考 栄養段

階 

生物

分類 
生物種 種名 

急性 

慢性 

ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲ

ﾝﾄ 
影響内容 

1 生産者 藻類 スケレトネマ属 Skeletonema … 急性 EC50 PSYN 0 0.3 3 【2】 暴露期間、エンドポイントが
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No 

 

生物種 

被験物

質純度

(%) 

ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ等 暴

露

期

間

（

日

） 

毒性値 

（mg/L） 

信頼性

ランク 
出典 備考 栄養段

階 

生物

分類 
生物種 種名 

急性 

慢性 

ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲ

ﾝﾄ 
影響内容 

（珪藻） costatum .

3

3

3

3 

不適 

2 生産者 藻類 クラミドモナス 
Chlamydomonas 
angulosa 

… 急性 EC50 PSYN 

0

.

1

2

5 

8.1 － 【3】 

推奨種以外 

(毒性値は、原著の値 94 

mmol/m3 を分子量 86.17 を

用いて換算した値) 

3 生産者 藻類 
ジャイアントケ

ルプ 

Macrocystis 
pyrifera 

… … … PSYN 

2

-

4 

10 － 【4】 推奨種以外 

4 生産者 藻類 クロレラ Chlorella vulgaris … 急性 EC50 PSYN 

0

.

1

2

5 

13 3 【3】 

暴露期間、影響内容が不適 

( 毒性値は原著の値 149 

mmol/m3 を分子量 86.17 を

用いて換算した値) 

5 生産者 藻類 
アナベナ属（藍

藻） 

Anabaena 
inaequalis 

Pestic

ide 

grade 

急性 EC50 GRO 

1

0

-

1

4 

11000 3 【5】 

被験物質は原著に基づき記

載 

暴露期間が不適、毒性値は水

溶解度以上 

（毒性値は原著の値 1.7％

(v/v)より比重 0.655 を用い

て算出した値） 

6 生産者 藻類 
アナベナ属（藍

藻） 
Anabaena sp. 

Pestic

ide 

grade 

急性 EC50 GRO 

1

0

-

1

4 

14000 3 【5】 

被験物質は原著に基づき記

載 

暴露期間が不適、毒性値は水

溶解度以上 

（毒性値は原著の値 2.18％

(v/v) より比重 0.655 を用い

て算出した値） 

7 生産者 藻類 
アナベナ属（藍

藻） 

Anabaena 
cylindrica 

Pestic

ide 

grade 

急性 EC50 GRO 

1

0

-

1

4 

15000 3 【5】 

被験物質は原著に基づき記

載 

暴露期間が不適、毒性値は水

溶解度以上 

（毒性値は原著の値 2.31％
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No 

 

生物種 

被験物

質純度

(%) 

ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ等 暴

露

期

間

（

日

） 

毒性値 

（mg/L） 

信頼性

ランク 
出典 備考 栄養段

階 

生物

分類 
生物種 種名 

急性 

慢性 

ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲ

ﾝﾄ 
影響内容 

(v/v)より比重 0.655 を用い

て算出した値） 

8 生産者 藻類 
クロレラ属（緑

藻） 

Chlorella 
pyrenoidosa 

Pestic

ide 

grade 

急性 EC50 GRO 

1

0

～

1

4 

17000 3 
【6】 

【7】 

被験物質は原著に基づき記

載 

暴露期間が不適、毒性値は水

溶解度以上 

（毒性値は原著の値 2.66％

(v/v)より比重 0.655 を用い

て算出した値） 

9 生産者 藻類 
アナベナ属（藍

藻） 

Anabaena 
variabilis 

Pestic

ide 

grade 

急性 EC50 GRO 

1

0

-

1

4 

43000 3 【5】 

被験物質は原著に基づき記

載 

暴露期間が不適、毒性値は水

溶解度以上 

（毒性値は原著の値 6.58％

(v/v) より比重 0.655 を用い

て算出した値） 

10 生産者 藻類 ネンジュモ属 Nostoc sp. 

Pestic

ide 

grade 

急性 EC50 GRO 

1

0

-

1

4 

52000 － 【5】 

推奨種以外 

被験物質は原著に基づき記

載 

11 
一 次 消

費者 

甲殻

類 
ヨコエビ科 

Chaetogammarus 
marinus 

… 急性 LC50 MOR 4 0.4 － 【8】 推奨種以外 

12 
一 次 消

費者 

甲殻

類 
アミ科 

Americamysis 
bahia 

… 急性 LC50 MOR 4 0.4 4 【8】 

試験条件等詳細不明（一濃度

区で行われた試験であり、実

際の毒性値はさらに小さい

値になる可能性が高い） 

13 
一 次 消

費者 

甲殻

類 
アルテミア属 Artemia salina >98 急性 EC50 IMM 1 1.51 － 【9】 推奨種以外 

14 
一 次 消

費者 

甲殻

類 
アルテミア属 Artemia salina >98 急性 EC50 IMM 1 1.8 － 【9】 推奨種以外 

15 
一 次 消

費者 

甲殻

類 
オオミジンコ Daphnia magna … 急性 EC50 IMM 2 2.1 4 【8】 試験条件等詳細不明 

16 
一 次 消

費者 

甲殻

類 
アルテミア属 Artemia salina >=97 急性 LC50 MOR 1 3.5 － 【10】 推奨種以外 

17 一 次 消 甲殻 オオミジンコ Daphnia magna >=97 急性 EC50 IMM 2 3.9 3 【11】 成長段階が不適 
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No 

 

生物種 

被験物

質純度

(%) 

ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ等 暴

露

期

間

（

日

） 

毒性値 

（mg/L） 

信頼性

ランク 
出典 備考 栄養段

階 

生物

分類 
生物種 種名 

急性 

慢性 

ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲ

ﾝﾄ 
影響内容 

費者 類 【12】 ( 毒 性 値 は 原 著 の 値 41 

mmol/m3 を分子量 86.17 を

用いて換算した値) 

18 
一 次 消

費者 

その

他 
マガキ Crassostrea gigas 

Analy

ticalR

eagen

t 

grade 

… … MULT 2 
0.00655- 

6.55 
3 【13】 

被験物質は原著に基づき記

載 

エンドポイントが不適 

（毒性値は原著の値 10-

10000μl/L より比重 0.655

を用いて算出した値） 

19 
一 次 消

費者 

その

他 
マガキ Crassostrea gigas 

Analy 

ticalR

eagen

t 

grade 

… … ABNM 2 
0.00655- 

6.55 
3 【13】 

被験物質は原著に基づき記

載 

エンドポイントが不適 

（毒性値は原著の値 10-

10000μl/L より比重 0.655

を用いて算出した値） 

20 
一 次 消

費者 

その

他 
テトラヒメナ属 

Tetrahymena 
pyriformis 

>98 … … MOR 1 9.0 － 【14】 推奨種以外 

21 
一 次 消

費者 

甲殻

類 

アメリカンロブ

スター 

Homarus 
americanus 

… ... … MOR 

0

.

0

1

2

5

-

0

.

0

4

1

7 

9.5 － 【15】 
推奨種以外 

(Adult) 

22 
一 次 消

費者 

甲殻

類 

アメリカンロブ

スター 

Homarus 
americanus 

… … … MOR 

0

.

0

0

1

3

-

9.5 － 【15】 推奨種以外 
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No 

 

生物種 

被験物

質純度

(%) 

ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ等 暴

露

期

間

（

日

） 

毒性値 

（mg/L） 

信頼性

ランク 
出典 備考 栄養段

階 

生物

分類 
生物種 種名 

急性 

慢性 

ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲ

ﾝﾄ 
影響内容 

0

.

0

0

3

3 

23 
一 次 消

費者 

甲殻

類 
オオミジンコ Daphnia magna … 急性 LC50 MOR 1 >50 4 【16】 

被験物質、試験条件等詳細不

明 

24 
一 次 消

費者 

その

他 
ツボワムシ 

Brachionus 
calyciflorus 

… 急性 LC50 MOR 1 68 3 【17】 
毒性値が水溶解度を超過。濃

度分析をしていない。 

25 
一 次 消

費者 

その

他 
ツボワムシ 

Brachionus 
calyciflorus 

86 急性 LC50 MOR 1 68.3 3 【18】 

毒性値が水溶解度を超過。分

析をしていない。 

被験物質の純度が低く、不純

物による影響が不明。 

 

26 
一 次 消

費者 

その

他 
ツボワムシ 

Brachionus 
calyciflorus 

… 急性 LC50 MOR 1 68.3 － 【19】 ２次文献 

27 
一 次 消

費者 

その

他 

シオミズツボワ

ムシ 

Brachionus 
plicatilis 

… 急性 LC50 MOR 1 154 3 【20】 
毒性値が水溶解度を超過。濃

度分析をしていない。 

28 
一 次 消

費者 

その

他 

シオミズツボワ

ムシ 

Brachionus 
plicatilis 

86 急性 LC50 MOR 1 154.3 3 【18】 

毒性値が水溶解度を超過。分

析をしていない。 

被験物質の純度が低く、不純

物による影響が不明。 

 

29 
一 次 消

費者 

その

他 
ユスリカ科 Chironomidae … 急性 LC50 MOR 4 595.0 － 【21】 推奨種以外 

30 
一 次 消

費者 

甲殻

類 
ケンミジンコ属 Cyclops viridis … 急性 LC50 MOR 4 732.5 － 【21】 推奨種以外 

31 
一 次 消

費者 

甲殻

類 
オオミジンコ Daphnia magna … 急性 EC50 IMM 1 >1000 4 【22】 

暴露期間が短い、試験条件等

詳細不明 

32 
一 次 消

費者 

その

他 
ヌノメカワニナ 

Melanoides 
tuberculata 

… 急性 LC50 MOR 4 1900 － 【21】 推奨種以外 

33 
一 次 消

費者 

その

他 
エラミミズ 

Branchiura 
sowerbyi 

… 急性 LC50 MOR 4 3286.5 － 【23】 推奨種以外 

34 
二 次 消

費者 
魚類 ツノガレイ属 

Pleuronectes 
ferrugineus 

… … … MOR 
1

4 

3.03 ml/g 

food 
－ 【24】 推奨種以外 
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No 

 

生物種 

被験物

質純度

(%) 

ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ等 暴

露

期

間

（

日

） 

毒性値 

（mg/L） 

信頼性

ランク 
出典 備考 栄養段

階 

生物

分類 
生物種 種名 

急性 

慢性 

ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲ

ﾝﾄ 
影響内容 

35 
二 次 消

費者 
魚類 ツノガレイ属 

Pleuronectes 
ferrugineus 

… … … SEXR 
1

4 

3.03 ml/g 

food 
－ 【24】 推奨種以外 

36 
二 次 消

費者 
魚類 ツノガレイ属 

Pleuronectes 
ferrugineus 

… … … MATR 
1

4 

3.03 ml/g 

food 
－ 【24】 推奨種以外 

37 
二 次 消

費者 
魚類 ツノガレイ属 

Pleuronectes 
ferrugineus 

… … … SMIX 
1

4 

3.03 ml/g 

food 
－ 【24】 推奨種以外 

38 
二 次 消

費者 
魚類 ツノガレイ属 

Pleuronectes 
ferrugineus 

… … … SMIX 
1

4 

3.03ml/g 

food 
－ 【24】 推奨種以外 

39 
二 次 消

費者 
魚類 ギンザケ 

Oncorhynchus 
kisutch 

… … … MOR 4 >100 3 【24】 成長段階が不適 

40 
二 次 消

費者 
魚類 カワスズメ 

Oreochromis 
mossambicus 

… 急性 LC50 MOR 4 113 － 【23】 推奨種以外 

41 
二 次 消

費者 
魚類 

コイ科（ウグイ

の仲間） 
Leuciscus idus … 急性 LC50 MOR 4 150-4480 － 【26】 ２次文献 

42 
二 次 消

費者 
魚類 メダカ Oryzias latipes … 急性 LC50 MOR 1 >1000 3 【27】 

暴露期間が不適 

(10℃) 

43 
二 次 消

費者 
魚類 メダカ Oryzias latipes … 急性 LC50 MOR 1 >1000 3 【27】 

暴露期間が不適 

(20℃) 

44 
二 次 消

費者 
魚類 メダカ Oryzias latipes … 急性 LC50 MOR 1 >1000 3 【27】 

暴露期間が不適 

(30℃) 

45 
二 次 消

費者 
魚類 メダカ Oryzias latipes … 急性 LC50 MOR 2 >1000 3 

【 27 】

【28】 

暴露期間が不適 

(10℃) 

46 
二 次 消

費者 
魚類 メダカ Oryzias latipes … 急性 LC50 MOR 2 >1000 3 

【 27 】

【28】 

暴露期間が不適 

(20℃) 

47 
二 次 消

費者 
魚類 メダカ Oryzias latipes … 急性 LC50 MOR 2 >1000 3 

【 27 】

【28】 

暴露期間が不適 

(30℃) 

注）「化審法における優先評価化学物質に関するリスク評価の技術ガイダンスⅢ．生態影響に関する有害性評価」での収集範囲に含まれる有害性情報を整理した。  1 
 2 
記号・数値 3 
…：該当する内容が不明 4 
【信頼性ランク】 5 
 １（信頼性あり）：化審法試験法又は特定試験法を用いて、GLP（Good Laboratory Practice、優良試験所基準）に従って試験が実施されている。かつ試験6 

対象物質に関する情報（純度、成分等）が明記されており、含まれている不純物等の成分は毒性に影響しないと考えられる。  7 
 ２（信頼性あり）：化審法試験法又は特定試験法からの逸脱や不明な点が若干あるが、総合的に判断して信頼性がある。かつ試験対象物質に関する情報8 
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（純度、成分等）が明記されており、含まれている不純物等の成分は毒性に影響しないと考えられる。 1 
 ３（信頼性なし）：試験方法は、化審法試験法又は特定試験法からの逸脱が著しく、これら試験法への適合性が判断できないか、科学的に妥当ではない。2 

又は試験対象物質に関する情報（純度、成分等）が明記されているが、不純物が毒性値に影響している可能性が否定できない。  3 
 ４（評価不能）：試験方法に不明な点が多く、化審法試験法又は特定試験法への適合性が判断できないか科学的な妥当性を判断する情報がない。又は試4 

験対象物質に関する情報（純度、成分等）が明記されておらず、その妥当性が判断できない。 5 
 －：有害性情報はガイダンス「III.4.2.1  有害性情報の更新状況の確認と新たな情報の収集」に記載されている情報源を基に収集したが、試験生物が6 

「III.4.1.2  有害性評価Ⅱの対象とする生物」の範囲に含まれていないか、原著を入手できない等、毒性値の信頼性を確認することができ7 
ない。 8 

略語 9 
【エンドポイント】EC50（Median Effective Concentration）：半数影響濃度 LC50（Median Lethal Concentration）：半数致死濃度 10 
【影響内容（記号のみ）】ABNM（Abnormal）：奇形等、GRO（Growth）：生長・成長、IMM（Immobile）：遊泳阻害、MATR（Maturation）：成熟、MOR（Mortality）：死11 

亡、MULT（Multiple Effects）：死亡及び異常発育、PSYN（Photosynthesis）：光合成活性、SEXR（Sex Ratio）：性比、SMIX（Somatic Index）：体重に対する臓器の12 
重量 13 

 14 
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付録 各栄養段階のキースタディの信頼性について 

１．生産者（藻類） 

信頼できる毒性値は得られなかった。 

２．一次消費者 

信頼できる毒性値は得られなかった。 

３．二次消費者（魚類） 

出典：Geiger,D.L., L.T. Brooke, and D.J. Call（1990）Acute Toxicities of Organic Chemicals to 

Fathead Minnows (Pimephales promelas), Volume V.Center for Lake Superior Environmental 

Studies, University of Wisconsin, Superior, WI:332 p.  

被験物質：Aldrich Chemical Co.製、純度>99％ 

生物種： ファットヘッドミノー Pimephales promelas 

試験法：記載されていないが、試験生物は化審法試験法および OECD TG 203 の推奨種で

あることから、化審法試験法での条件と比較した。 

GLP 基準：GLP 適用試験でない 

＜試験条件＞ 

試験方式：流水式（40.3 回転/日） 

試験濃度： 設定濃度 対照区、1.18、2.36、3.54、4.72、5.9 mg/L 

実測濃度 <0.18、0.96、1.85、2.59、4.02、4.99 mg/L 

助剤：不使用 

＜試験結果＞ 

４日間半数致死濃度（LC50）（実測値に基づく）＝2.5 mg/L 

【専門家会合でのコメント】 

被験物質の純度は>99％と問題なく、被験物質濃度の実測も行っている。試験方法について

は、試験生物密度がやや高いものの化審法試験法の条件をほぼ満たしており、用量反応性も

確認されていることから、PNEC 値算出のための二次消費者のキースタディとして妥当と判断

した。 


